






門，大島，石井 1949 ;‘Johnson， L. F. 1954; Norton 1954).筆者らは第2報〈西門，井
上，岡本 1956)で無稜菌の自然土嬢を用いたガラス鐙試験でCorticiumcentザugum仁よるササゲ
の白絹病を抑制する放棉菌2株を報告した. 本報はこの抑制効果の原因を知るための一連の実験






径 5.5mmのコルクポー ラー で抜き取った試験菌を約 40mmの間隔で2個置いて精養じた. 試
験菌は CorticiumcentrifugumとRhizoctonia$olaniを用い対抗放線菌には C1-2株を用い
た.C. centrif噌umli4.-5日，R. $Olanili 2 _. 3日potatosucrose agarに熔養したものを










対抗放線菌を手製のスブーγで1/4，1/2， 1， 2および4杯を入れ， C. centrifl噌聞は3日と
ホ本研究は文部省科学試験研究費による成績の一部である.記して鋭意をあらわす.
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L. S. D. (0.05) = 10.44 L. S. D.く0.05)=7.41 
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5日前 3日前 1目前 同日 1日後 2日後 無処理
5 5 5 5 6 6 
c. C，四trifugμm 形成準 。 60 100 100 100 100 100 
形成量 土 + + tt tt -It 
3 4 4 4 4 
R. solani 形成率 。 。 100 1∞ 100 100 100 




















































































土土 + + 土 土
4 4 
R. JolanI 
(形成 4 4 開始日
形成車 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 
形成意暢 # # 土 # + # 
4 4 4 4 4 
90 1∞ 90 1∞ 1∞ 
土+土# + 






区 組 成 風乾土100gml当) りの水量〔
A 埴築土 25 
B 持直w土2:砂土1 20.8 
C 有量狼土1:砂土2 16.7 
D 砂土 12.5 
こうして pF価2前後として利用される水が大体同







































A B C D 
無処理 処理無処理 処理無処理 処理無処理 処理
9 7 9 7 9 7 9 7 
C. cmtrifugum形成$ 1∞ 1∞ 1∞ 100 1∞ 100 80 1∞ 
形成量 -+ -+ -+ + -+ + -+ ~ 
4 4 4 4 4 4 4 5 
R. sola閉. 形成寧 100 1∞ 1∞ 100 1∞ 100 80 70 
形成量 1ft 1ft 1ft -+ 1ft + -+ + 
A:埴濠土 B:埴媛土2:砂土1 C:埴嬢土1:砂土2 D:砂土
と同じであり， 2区は実験A，Bで用いたのと同量， 1区はその宇量で， 3区以上は2区の般態の
ままオートクレーブした後，下表のように調製して実験した. 7日目の C.centrif噌umおよび3日
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区 1 2.・・ 3 . '4・- 5 6 7 8 
シャー レ 1枚当り注如水量(m1)・ ー2.5. 5.0‘ 7.5 10.0 12.5'. .15.0 
水分合量(%)27.9 40.9 . 57.3 66.6 77.4 89.8 98.4 115.6 
自の R.solaniの菌叢直径
(1第5図のとおりである.C. 87 
centrifl噌 um3区以上の各区 80 
は無処理区が87mmとなりジ 生 70
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区 1 2 3 ' 4 5 6 7 8 
27.9 40.9 57.3 66.6 77.4 89.8 98.4 115.6 








R. solamC形成率 50 
L形成量 + 
9 7 777 7 7 777 777 7 7 






5 5 5 7 5 
o 100 0 1∞ o 100 0 100 30 
-件ー掛ー併ー柵土
察
























3) C. centrij噌umではイツゲツ茎葉乾燥物 R.:rolaniではモミガラを有機質材料として用い
た培地で放線菌による抑制効果が大であった.
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